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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第53期
第１四半期
連結累計期間

第54期
第１四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 3,269,717 3,492,086 15,497,545

経常利益 (千円) 94,566 121,332 1,119,690

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

(千円) 45,090 60,712 790,932

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △73,264 90,936 836,016

純資産額 (千円) 9,930,669 10,775,648 10,847,544

総資産額 (千円) 14,074,038 15,225,124 15,286,374

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 5.54 7.46 97.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 5.49 7.38 96.33

自己資本比率 (％) 68.9 69.1 69.3
 

　

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 　　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、個人消費の改善に遅れがみられたものの、政府による経済政

策等により、企業収益や雇用情勢の改善がみられ、景気は緩やかな回復基調となりました。当社グループが関連す

る建設市場におきましては、依然として技能労働者の慢性的な不足等による建築着工量の減少や地域格差が続きま

したが、民間設備投資・公共投資ともに底堅い動きがみられました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,492百万円（前年同四半期比6.8％増）、営業利益121百万円

（同19.1％増）、経常利益121百万円（同28.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は60百万円（同34.6％

増）となりました。

各セグメントの業績は以下のとおりであります。

 
① ファスニング事業

各種設備工事等の需要回復に伴い、当社の主力製品である金属系あと施工アンカーの販売は堅調に推移いたし

ました。また、耐震工事等の減少により低迷していた接着系あと施工アンカーの販売が底入れしたほか、停滞し

ていた太陽光関連等の工事が進捗したことなどから、総じて順調に推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は2,649百万円（前年同四半期比10.7％増）、セグメント利益は280百万円

（同24.4％増）となりました。

② 機能材事業

アルコール測定器の販売及び電子基板関連の販売が好調に推移いたしました。一方、電動油圧工具関連は、国

内販売が低調に推移したほか、FRPシート関連が微減となりました。

この結果、当セグメントの売上高は842百万円（同3.9％減）、セグメント利益は75百万円（同20.7％減）とな

りました。

 
(2) 財政状態の分析

第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より61百万円減少して15,225百万円となりました。こ

れは主としてたな卸資産が増加した一方、受取手形及び売掛金が減少したことによるものであります。

負債の合計は前連結会計年度末より10百万円増加して4,449百万円となりました。これは主として長期借入金が

減少した一方、短期借入金、賞与引当金が増加したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より71百万円減少して10,775百万円となりました。これは主として利益剰余金が減

少したことによるものであります。

 
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、29百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,745,408 8,745,408
東京証券取引所
(市場第二部）

単元株式数　100株

計 8,745,408 8,745,408 ― ―
 

　

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

― 8,745,408 ― 768,590 ― 581,191
 

 

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　606,700 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　8,132,500 81,325 ―

単元未満株式 普通株式　 　6,208 ― ―

発行済株式総数 　　　　　8,745,408 ― ―

総株主の議決権 ― 81,325 ―
 

　

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数4個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

サンコーテクノ株式会社
千葉県流山市南流山三丁
目10番地16

606,700 ― 606,700 6.93

計 ― 606,700 ― 606,700 6.93
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,598,321 1,555,718

  受取手形及び売掛金 3,160,414 2,750,231

  たな卸資産 3,077,494 3,385,540

  その他 641,335 612,865

  貸倒引当金 △1,603 △1,475

  流動資産合計 8,475,962 8,302,880

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,632,479 1,612,483

   土地 3,147,938 3,148,118

   その他（純額） 767,224 880,397

   有形固定資産合計 5,547,642 5,640,999

  無形固定資産 72,097 67,997

  投資その他の資産 ※２  1,190,671 ※２  1,213,246

  固定資産合計 6,810,411 6,922,243

 資産合計 15,286,374 15,225,124

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,269,610 1,164,083

  短期借入金 813,343 965,845

  未払法人税等 153,417 69,715

  賞与引当金 116,472 222,822

  その他 342,866 547,938

  流動負債合計 2,695,711 2,970,405

 固定負債   

  長期借入金 440,816 213,314

  役員退職慰労引当金 15,769 16,681

  退職給付に係る負債 1,078,555 1,075,242

  その他 207,977 173,832

  固定負債合計 1,743,118 1,479,069

 負債合計 4,438,829 4,449,475

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 768,590 768,590

  資本剰余金 581,191 581,191

  利益剰余金 9,235,697 9,133,638

  自己株式 △244,385 △244,385

  株主資本合計 10,341,094 10,239,034

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 26,915 36,712

  繰延ヘッジ損益 78,110 91,378

  為替換算調整勘定 153,778 158,745

  その他の包括利益累計額合計 258,804 286,836

 新株予約権 58,848 58,848

 非支配株主持分 188,797 190,928

 純資産合計 10,847,544 10,775,648

負債純資産合計 15,286,374 15,225,124
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 3,269,717 3,492,086

売上原価 2,214,517 2,411,700

売上総利益 1,055,200 1,080,385

販売費及び一般管理費 953,431 959,229

営業利益 101,769 121,156

営業外収益   

 受取利息 844 338

 受取配当金 1,013 761

 仕入割引 6,362 5,968

 為替差益 4,036 11,083

 投資不動産賃貸料 8,028 7,816

 持分法による投資利益 - 491

 その他 7,414 7,656

 営業外収益合計 27,699 34,116

営業外費用   

 支払利息 1,186 885

 売上割引 28,036 28,840

 持分法による投資損失 614 -

 その他 5,065 4,215

 営業外費用合計 34,902 33,941

経常利益 94,566 121,332

特別利益   

 固定資産売却益 - 10

 特別利益合計 - 10

特別損失   

 固定資産除却損 - 33

 投資有価証券評価損 222 -

 会員権売却損 3,192 -

 特別損失合計 3,415 33

税金等調整前四半期純利益 91,151 121,309

法人税等 45,761 58,841

四半期純利益 45,390 62,467

非支配株主に帰属する四半期純利益 299 1,755

親会社株主に帰属する四半期純利益 45,090 60,712
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 45,390 62,467

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,311 9,801

 繰延ヘッジ損益 △42,940 13,268

 為替換算調整勘定 △78,025 5,399

 その他の包括利益合計 △118,654 28,468

四半期包括利益 △73,264 90,936

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △64,804 88,745

 非支配株主に係る四半期包括利益 △8,459 2,191
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１．保証債務

(1) 当社は、連結会社以外の取引先の買入債務に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

 
当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

三倉工業株式会社 20,338千円  三倉工業株式会社 25,311千円

サンコー・トーカイ株式会社 4,447千円  サンコー・トーカイ株式会社 8,185千円

　計 24,785千円   33,496千円
 

 

 

(2) 一部の連結子会社は、取引先が子会社製品を使用するリース契約につき、リース物件の引取を条件とした保

証を行っております。

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

 1,705千円  1,504千円
 

 

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

投資その他の資産 3,131千円 2,432千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 68,721千円 77,726千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

配当金支払額

 

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 146,495千円 18円 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

配当金支払額

 

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月18日
取締役会

普通株式 162,772千円 20円 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）ファスニング

事業
機能材事業

売上高      

  外部顧客への売上高 2,393,648 876,069 3,269,717 ― 3,269,717

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

14,121 52,886 67,007 △67,007 ―

計 2,407,769 928,955 3,336,725 △67,007 3,269,717

セグメント利益 225,600 95,667 321,267 △219,498 101,769
 

　

(注) １．セグメント利益の調整額△219,498千円には、セグメント間取引消去△6,603千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△212,895千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）ファスニング

事業
機能材事業

売上高      

  外部顧客への売上高 2,649,809 842,277 3,492,086 ― 3,492,086

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

16,223 44,059 60,283 △60,283 ―

計 2,666,032 886,337 3,552,370 △60,283 3,492,086

セグメント利益 280,686 75,883 356,569 △235,412 121,156
 

　

(注) １．セグメント利益の調整額△235,412千円には、セグメント間取引消去4,498千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△239,910千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 5.54円 7.46円

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千
円)　

45,090 60,712

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(千円)

45,090 60,712

普通株式の期中平均株式数(株) 8,138,622 8,138,622

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 5.49円 7.38円

　 （算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（千円）

― ―

普通株式増加数（株） 71,993 91,992

　　（うち新株予約権（株）） (71,993) (91,992)
 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要
 

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成29年５月18日開催の取締役会において、平成29年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり

期末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額    162,772 千円

② １株当たりの金額  20 円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成29年６月29日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２９年８月１０日

サンコーテクノ株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   稲　　垣　　正　　人 　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   廣　　瀬　　美 智 代 　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンコーテ

クノ株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成２９

年４月１日から平成２９年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２９年４月１日から平成２９年６月３０

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンコーテクノ株式会社及び連結子会社の平成２９年６月３０日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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